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説 情報化社会における新しい通信サービス用として,総合通信システムのモデルともいう

べきVAP画像情報システム,コンピュータの出力を直接音声で自動的に送出する音声応

答装置などを開発した｡また新しい電話サービス用として,プッシュホンを用いる短縮ダ

イヤル用局内装置,多彩な機能を持つ事業所用電話交換機などを製品化し,さらに線路損失

の大きい遠距離加入者でも高品質の通話ができる高感度電話枚を完成し量産にはいった｡

電子機器の分野では,技術革新の成果として,将来,ミリ波通信,レーダなど広範な応

用が期待されるミリ波ダイオード,国体発振器などを完成,超広帯域性を特徴とするレー

ザ伝送装置を開発した｡また放送棋器の制御に初めて,ディジタルコマンド方式を導入し

た新しいシステムを完成好評を得た｡

データ処理については,ハイブリッドアッセソブラによる有機的演算のできるノ､イブリ

ッドデータ処理装置HIDAS200を完成,計算機と高速フーリエ変換(FFT)のアルゴリズ

ムを用い,周波数スペクトルを数値計算により実時間で求められる装置の開発に成功した｡

ティーチングマシンでは,自動進行形の,HM-301C集団用教育システムを製品化し,

さらに小形コンピュータを利用し,理解度に応じて学習プログラムの飛越し,あと戻り,

枝分かれなどを自由に行なえる,CLISYSTEM-70を完成した｡

電子計算機関係でほ主流製品である8000シリーズが,ハード,ソフトともにますます充

実し,各銀行筋,製造関係などに大量導入されたが,はなやかな話題としてはEXPO'70

のデータ処理ならびにデータ通信システムを運営にあたられた日本電信電話公社に提供し

所期の成果を得たことがある｡

ソフトの開発のおもなものは,8300以上にマルチ･プログラムをいっそう効果的にした

EDOS(Extended Disk Operating System),線形計画のためのHMPS(Hitachi

MathematicalProgramming System)などである｡

記憶装置としてはIBM-2314相当のH-8577/8557集団ディスク装置を開発し,周辺端

末装置としては,H-9411ビデオ･データ･ターミナル,H-9133複合ターミナル,

H-8239カード読取装置などを戦列に加えた｡

小形電算棟としてはH-10の各方面への応用が開かれているほか,事務用超小形として

H-1がデビューした｡また,卓上電算棟エルカ･シリーズに簡易普及形32D,高楼能形

36D,記録式34を加え,MOS形高密度集積回路を採用した40シリーズを完成した｡

カラーブラウン管では明るさを増し,ハレーションを少なくするため,ブラック･マト

リックス形カラーブラウソ管を完成した｡これは,3色けい光体ドットの周辺部を黒色物

質で埋めたもので,約2倍の明るさの向上が期待される｡家庭用の電子レンジ用のマグネ

トロンに,管全体が軽量コン′くクトな扁平(へんペい)スタイルの2M71を製品化した｡性

能は従来の常識を破るものである｡主メモリ装置に,16ミルの広温度域フェライト･コア

を用いたスタックを開発し外販を開始した｡

半導体においては,ROMを含むMOS形LSI8品種を市販し,標準ならびに高級電卓

椀種に適用されるに至った｡また,バイポーラ野LSIとして画期的な非しきい値論理回路
(NTL)の試作品を完成した｡回路設計には日本電信電話公社電気通信研究所のご指導を

仰いだ｡カラーテレビの全トランジスタ化で最も困難な水平偏向用のシリコンパワートラ

ンジスタの開発は,日立製作所の技術水準の高さを実証したものである｡電力用ダイオー

ド,サイリスタも多くの新製品を生むに至った｡
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画像情報システム(VAP通信システム)

将来の情報化社会における総合通信システムほ従来の電話を主体

とした通信のほかテレビ電話やファクシミリを中心とする画像通

信,情報処理装置を中心とするデータ通信システムが有機的に結合

され,人間対人間の通信のほか,必要に応じてコンピュータにアク

セスする人間対機械の通信も重要になってくると考えられる｡これ

の一つのモデルとして画像情報システム(VAP通信システム)を構

成し日立創業60周年記念展に出品した｡

VAP(Visual,Audio,Printed)通信システムのサブセンタには

画像応答装置,音声応答装置,スライドフイルム検索装置が設置さ

れており,これらを有機的に結合していわゆる"見る”,"聞く”の

視聴覚情報を提供し,必要に応じて"記録”の機能を付加してだれ

でも容易にコンピュータと会話し必要な情報をさぐり出すことを主

眼に構成したものである｡

(TV電話によるコンビ1一夕との対話)

囲1 VAP通信システム

座席予約用音声応答装置の試作

日本国有鉄道のみどりの窓口で行なわれているような大量の座席

予約受付を仮に電話を用いることにすると,膨大な電話設備とオペ

レータが必要となる｡本装置は予約の確定した回答を音声形式で自

動的に送出することによりオペレータの負担を軽減する目的で,日

本国有鉄道の指導により試作したものである｡この装置のおもな性

能は次のとおりである｡

(1)応答語彙(い)数: 約1,200語彙(1語彙ほ0.8秒)

(2)同時処理回線数:16回線

(3)中央情報処理装置との結合:

1,200ボー データ伝送回線,半二重

(4)応答の基本方式: 音響素片のピッチ制御による合成方式

(5)合 成 制 御: ミニコンピュータHITAClO

第53巻 第1号

園2 座席予約用音声妃て答装置

書 短縮ダイヤル用局内装置

日本電信電話王こ祉は電話需要の充足,白即ダイヤル地域の拡大と

いった基本サービスの向上から,ユi)便利なサービスを要求する社

会情勢にこたえて新電話サービスの一つとLて,昭和44年5月よ

りプッシュホン(押しボタンダイヤル電話機)を用いた短縮ダイヤ

ルサービスの販売を開始した｡短縮ダイヤルサービスほプッシュホ

ンのボタンを3回,すなわち試てボタンおよび短縮番号2けたを押す

だけでどこへでもかけられるサービスであり,短縮番号のセットや

変更は加入者が自由に行なうことができる｡本サービスはC400系

交換機に押しボタンダイヤル用

発信レジスタ,短縮ダイヤル用

情報転送装置および短縮ダイヤ

ル用集中記憶装置などを付加す

ることにより実施できる｡押し

ボタンダイヤル用発信レジスタ

ほ本サービスを実施する局ごと

に設置され,プッシュホンから

の選択信号を受信する装置であ

る｡短縮ダイヤル用集中記憶装

置ほ全国番号計画に従った電話

番号を記憶し,加入者のダイヤ

ルした短縮番号iこ対応した電話

番号を交換機へ与える記憶装置

である｡記憶素子にほ大容量の

浮動ヘッド磁気ドラムを使用

し,サービス区域の中心的な局

に集中設備し,複数局の記憶装

置として共用している｡1シス

テムは27,000加入者(20あて先/

加入者)にサービスを提供でき

る｡短縮ダイヤル用情報転送装

置は記憶装置設置局と被集中局

との間の情報送受のために使用
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図3 押しボタン

ダイヤル用局内装置
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する装置であり,多周波信号により情報を送受信している｡

日立製作所でi･も これらの短縮ダイヤル用局内装置を昭和45年

8月より東京,名古屋の主要分局に納入を開始している｡

表1 短縮ダイヤルシステムの概要

対 象 交 換 機

対 象 加 入 者

集 中 記憶 装 置 容 量

最 大 被 集 中 局 数

居 間 情 報 転 送 方 式

居 間情 報 転 送 速 度

C400.C460,C410形自動交換機

単独,代表,テ ナ ント 内線

約27,000加入(20あて先/加入者)

100 ユ ニ
ッ ト

多周波信号,2並列伝送

26けた/秒(13ppsx2回線)

高損失加入者用電話轢

遠距離加入者の通話品質を改善するために日本電信電話公社と共

同で600形電話機よりもさらに高感度の電話機を開発した｡送話器

感度は炭素粉と振動系の改善により約5dB,受話器感度は最適設計

法に基づく振動系の改善により約4dB向上している｡また回路の設

計にあたっては遠距離加入者の場合,線路インピーダンスが広範囲

に変動するため防側音特性の改善に力を注ぎ,2トランスブリッジ

の回路を初めて採用し,平衡回路網を5個に増した｡この結果側音

減衰量は種々の回線構成においても300～4,000Hzにわたり25dB

以上を確保することができ,加入者線路の損失が7～11dBの範囲

で使用されても,7dIi以下で使用される600形電話機と同等の通

話品質が得られる(表2)｡

通話回路部晶以外のダイヤル,ベルなどの信号部品および成形品

などの構造部晶は経済性と保守の容易さを考慮して600形部品と共

通としたので電話機外観は600形電話機と同じになっている(図4)｡

また,商用試験の結果ほ好評であり,昭和45年秋より量産にはい

った｡

表2 主 要 特 性 の 比 較

特 性 項 目

送
話
器
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話
器

電
話
磯
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路
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*
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曲
度
抗

計

抵

設
感
動

感 度(1kHz)
インピー

ダンス(1kHz)
電 流 特 性

600形 電 話 機
(600-A)

50mA

-52±6dB

35二号冨凸
71±5dB

160±50Q

±1.5dB以下

買
路ッ万

苦⊆｡｡ごご誌芸忘あ｡
平 衡 回 路 網1 1亀叛(固定)

加 入 者 線 損 失1 0～7dB**

高損失加入者用
電話機(600-AL)

35mA

-48*±3dB

細±芸呂血
75±3dB

200±50Jユ

±1.5dB以下

ブリッジタイプ

な し

5種類の中から

1種を選択

7dB～11dB**

電流を50mAに換算すると -45±3dBとなる｡

2線交換集中局Fこ属する一般の単独および共同加入者の場合を示す｡

囲4 高損失加入者用電話棟

事業所集団電話用交換機

昭和42年,日本電信電話公社では,事業所集団電話の制度を試行

実施し,まずZPC3形交換装置を東急百貨店株式会社に納入した｡

それ以来,種々の改良を加え,加入者宅内に設置するビル設置形

交換機として,PC31形交換機,PC42形交換機を,電話局または

加入者ビル内に設置して周辺の事業所(加入者)を集中収容する高

架局大容量交換機として,C410形自動交換機をそれぞれ完成した｡

これら交換機ほ,事業所用電話交換設備として必要なすべての機

能のはかに,ダイヤルイン,ダイヤルアウトの棟能を有し,外線と

の発着信を自動的に行なえるばかりでなく,通話度数の個別登算,

応答遅延呼の受付台への転送,短縮ダイヤル,帯域別市外発信規制

などの特徴ある機能を持っている｡

各交換機のおもな仕様は表3に示すとおりである｡

表3 事業所集団電話用交換機のおもな仕様

項 目

容⊇収容可能回線数
量

通

制

道

上

テ

ナ

ン′

呼 見 容 量

番 号 容 量

話 路

御 方 式

用 局 形 式

位 局r 二方 式

収容可能

テナント数

加入者集団容量

加入者集団電話機数

一般単独加入者の収容

電 話 枚 種 別

ノレ

】

卜

ル
ー

ト 数

う回ルート数

PC31形交換機

2,000

330Er1

2,000

クロスバスイッチ

2線式3段

全

従

PC42形交換機

8,320

1,392Er1

8,000

クロスバスイッチ

2線式4段

共 通 制 御

局

A形,H形,改良C4,5形,

5

1

100以上

不

回転ダイヤル (600-Al,

4-A)

押しボタンダイヤル

各種ボタン電話

特殊共電用電話戟

60

3

C410形自動交換機

35,840

2,752Er1

40,000

クロスバスイッチ

2線式4段

方 式

l分
C400形,

30

30

100以上

可

600-A2,

120

10

図5 PC31形交換機

同､上

局･端 局

C460形

200

200

100以上

可

委託公衆電話

BOX公衆電話

300

100
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固体発振器とミリ波ダイオード

日立製作所中央研究所で研究開発したGaAsダイオードと固体発

振器を製品化した｡ミリ波ダイオードはすぐれた低雑音特性,Q特

性によりミリ波通信回線,ミリ波衛星通信,ラジオメータなどに,

固体発振器は低電圧高出力動作により実用通信回線,小形レーダな

ど広範な応用に役だつと考えられる｡次にそれぞれの特性概略を

示す｡

(1)ガンダイオードおよび固体発振器:発振周波数7～18GHz,

発振出力20～150mW,(2)ミリ波ダイオード(a)ショットキー

ダイオード:信号周波数47GH之,中間周波数4GHzにおいて変

換損失5.9dB(b)ミリ波バラクタ:しゃ断周波数400GHz接合

容量約0.1pF,47GHz出力4逓倍変換損失6dBとすぐれ,固体

化発振器の変調用バラクタとしても良好な特性を示している｡こ

れらはいずれも小形プロソグ形ケースに組み込まれ,各種用途に

便利な構造となっている｡図るほ15GHz準ミリ波帯固体発振器

を示している｡発振周波数は16GHz出力50mWである｡

図6 15GHz準ミリ波

帯固体発振器

ヘリコブターカラーテレビ中継システム

カラー放送の拡充とともに番組制作技術もますます高度なものが

要求されるようになった｡本システムほ,放送機器の制御に初めてデ

ィジタルコマソド方式を導入した新しいシステムである｡国7ほコ

マンドシステムの系統図を示したものである｡本システムの特長は,

(1)カラーカメラのレジストレーション･カラーバランス･光

量調整･色温度補正などの複雑な制御を地上から完全に行なうこ

とができる｡

(2)制御信号はPCM信号に変換し,無線伝送に有利なDCPSK

変調後,連絡用音声信号と多重化して伝送可能である｡

(3)映像信号の伝送ほ多重路伝播ひずみが少ない800MH之カ

ラーFPUを使用している｡

(4)カメラなど積載機器の状況を監視するためのテレメータシ

ステムを有している｡

(5)同期結合,アンテナ自動指向もコマンド信号により行なわ

れている｡なお本システムほNIiKに納入され,万国博会場の中

継に大活躍した｡
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HIDÅS200ハイブリッドおよびデータ処声望装置

比較的小規模なハイブリッドおよぴデータ処理用として,幅広い

ユーザー要求仕様に対し,完全にフィットするシステムを提供する

ため製品化したもので,柔軟性に富んだ構成が可能な機種であり,ミ

ニコンピュータ(HITAClOほか)とアナログ･ディジタルインター

フェース部を一体とした基本箱体にまとめられている｡

日立製作所製アナログ計算棟全機種との結合が可能であり,専用

に開発されたハイブリッドアッセンブラによる有棟的演算を行なえ

るが,さらにハイブリ

ッドFORTRANの開

発も進めている｡

また,基本箱体内に

IC化アナログ要素の

実装が可能であり,ハ

イブリッド演算および

データ処理時はフィル

タリングなどの前処理

が行なわれる｡

データ処理の分野で

は,波形処理,計測点

の集中監視および制御

装置など,プログラム

変更による多目的使用

が可能な専用システム

として,また定時ロギ

ングなど省力化システ

ムとしても効果的な機

種である｡

囲9 HIDAS200基本箱体
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要素項目

コンピュータ

IC アナログ

演算要素

汎 用

ア ナ ロ グ

入 力 部

汎 用

ア ナ ロ グ

出 力 部

割込入力部

汎 用

ア イ ジクル

入 力 部

準 用

ア イ ジクル

出 力 部

レコーダ

制御部

DVM

読取部

浜算MODE
制御部

要素選択
設定部

SP設定部

STM

制御部

ソフトウェア

チャンネ

ル 数

式

1 式

0～63

0～7

0～63

0～63

1式

1 式

1 式

1式

1 式

1 式

1 式

HIDAS200主 要 性 能

主 要 性 能

千
畳

ム
成
算
算
算
田
器

鵬
既
詣
減

悶…

回
記
サ

語
加
乗
除
割
入

加算係数器

加算硫分器
ポテンニ/ヨー

メータ

変換速度

変換精度
チャンネル

指 定
変換出力

変換速度

変換精度
チャンネル

指 定
入力信号

入 出 力

全 I C

コアメモリ4K語,8K語

1.4/`砂/語

1語16 ビット＋パリティ

2.8J上砂

9.8/(秒

11.2/∠秒

5

64台まで接続可能

入力係数 1,10,100

時定数1,0.1,0.01秒

3Kn ±0.2%

15/`秒

±0.1%±1LSD
ランダムまたは

シーケンシァル

符号＋純2進10けた

20/上砂

±0.05%
ランダムまナニは

シーケンシァル

符号＋純2進10けた

割 込 1 レ ベ ル

"H”＋6V±1V,

入 力 抵 抗

立上り 立下り

"H”＋6V±1V,

許容負荷抵抗

立上り 立下り

ベ ン ダ ウ ソ

"L”0V±0.5V

lOKn 以 +二

2J`砂 以 下

"L”0V±0.5V

lOKn以 上

2/`砂 以 下

2 種

チャートドライ ブ 2 種

符号＋BCD4けた-LSD

またはMODE＋BCD5けた

5 種

AO,Al,PO,Pl,EO,ElxlOO台

選択されたポテンショメータに数値

および設定指令を送出する｡

ク ロ ッ ク 入 力 2 種

FORTRAN,7ッセンプラ

カルキュレーク,関数サブルーチソ
ユーティリティ,ハイブリッドアッセソ

プラ

備 考

タ イ プ ラ イ ク

テー プリ ー ダ

テー プパ ン チ

ド ラ ム

デ ィ ス ク

ラインプリ ンタ

増設コアメ モリ

4K語～24K語

接 宿三 可 能

出 力 電 圧

0～±10 V

サンプルホールド

はオプション

入力電圧

0～±10V

同時性レジスタは

オブショソ

出力電圧

0～±10 V

要田はプログラム
チェック

レジスタなし

/くルス入力ほ
オプション

レジスタ付属

パルス出力は

オブシヲン

オプシ言ソ

発振器は
オブシ才ソ

レーザ情報伝送装置

レーザ光線は,そのすぐれた特性が認識され,各方面において実

用化開発が急がれているが,その一つとして,レーザ光線にファク

シミリ信号をのせて伝送する光通信装置(図10)が開発され,株式

会社読売新聞社に納入された｡本装置の特徴は,

(1)1本のレーザ光で多重化した信号を伝送できる｡

左から信号変調架,レーザ電源架,レーザヘッド光検出器,信号復調架

(信号変調架の入力部にファクシミリ送信磯,信号政調架の出力部にファクシミリ

受信棟が接続される)

図10 レーザ情報伝送装置

通信機器･電子棟器･電子計算機･電子部品

(2)｢1+菱,るいは｢0+のディジタル信号を忠実に伝送するた

めFM-AM二重変調方式を採用したの2点である｡なお本装置

の伝送容量は2CHで,1CHあたりの60KHz～108KHzの周

波数帯域をもつ高速ファクシミリ信号によって135MHzの副搬

送波をFM変調したあと,レーザ光をAM変調して伝送する｡本

装置のおもな特性は帯域内減衰偏差±0.5dB以下,S/Nは実効

値換算で33dB以上,帯域内遅延時間25/ノS以下で満足すべき結

果を得ている｡図11ほその受信写真である｡密集化された都会

のビル問および地理的条件でケーブル伝送のできない場所などで

のデータ通信には最適である｡また周波数帯域を広げることによ

り,テレビ電話などの多重化伝送も可能である｡

図11 レーザ伝

送装置で伝送

されたファク

シミリ受信信

号(新聞紙面)

ティーチングマシン

集団用教育システムとしてHITACHICLI(ComputerLedIn-

StruCtion)"SYSTEM70”ぉよび日立集団用教育システム(HM-

301C拡張システム)を完成納入した｡

(1)HITACHICLI"SYSTEM70”(日立京浜工業専門学校へ

納入)小形コンピュータ(HITAClO)を利用して,理解度に応じ

学習プログラムの飛越し,あと戻り,枝分かれなどが自由む土でき,

また語学練習装置(L.L)と一体化して幅の広い自動学習ができる

総合システムである｡

ソフトウェアおよびハードウェアの面からそれぞれ次に述べる

特長を備えている｡

(a)飛越し-あと戻り一枝分かれプログラムの採用｡

(b)回答例の即時提示可能｡

(c)L･L＋T･M(従来のL.Lにティーチングマシンを一体化し

た構成であるので,L･Lによって学習した内容を応用問題化して

提示し,語学教育を徹底するとともに理解度や成績をチェックで

きる)｡

(d)カラーによる教材提示｡

(e)Response-Time Limit方式｡

(f)採点も集計も即時にタイプアウトできる｡

ノ､-ドゥェアの構成は表5に示すとおりである｡

(2)目立集団用教育システム｡(河合塾,日立ビルディソグサー

ビス株式会社へ納入)本システムは従来単体で使われていた各種

の視聴覚機器(CCTV,ビデオテープレコーダ,スライドプロゼク

タ,テープレコーダなど)と集団反応分析装置を効果的に組み合わ
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せ,教育の効率化および自動化をねらいとしたものである｡

特長は次のとおりである｡

(a)学習はすべて自動進行,必要に応じて手動も可能,(b)視

聴覚橡器を通して教育情報の立体化,(c)教師と学習者間の個別

通話可能,(d)正答および回答別分和衷示器付き,(e)回答率

の即時把捉(はあく),(f)個人別の成績を自動記録,(g)タイ

ムアップによる自動回答締切,(h)音声によるフィードバック,

(i)学習室と実験室を結ぶビデオ中継装置,(j)集団反応記録

器接続可能

本システムの構成は次のとおりである｡

(a)回答表示操作卓 1台,(b)回答器 50個,(c)正答お

よび回答別分布表示器 1台,(d)記録器 1台,(e)スライ

ドプロゼクタ1台,(f)電動スクリーン1台,(g)テープレ

コーダ 2台,(h)音声装置1式,(i)視覚教材提示装置 1

式,(j)学習者用机,いす 50組,(k)L.L装置 1式

(前左端が回答表示操作卓部,中央および右が個別通話装置とL.L部,後部ほブース机

である｡なお,装置の最左端部および天井には視覚教材枚器邪がある｡)

図12 HITACHICLI"SYSTEM70”

蓑5 HITACIiICLI"SYSTEM70”の構成

No.

68

名 称回答蓑示操作卓

(ティーチソグマシン本体)

個人別回答表示パネル

回答率表示パネル

制御1表示パネル

制御2表示パネル

個人別呼出し通話パネル

スライド設定パネル

制 御 部

回 答 器

正答および回答別分布表
示器

音 声 装 置

ランダム7クーヒスオーデ

ィオテープレコーダ

マイク付ヘッドホン
ス ピ ー

カ

視覚教材提示装置

視覚教材提示阜
(CCTV カメラ含む)

ビューファインダ付
CCTV カメラ

ビデオテープレコーダ

(カラー)

ラソダム7クセス

スライドプロゼクタ

オーバーヘッドプロゼクタ

数 量

1式

O

l

式

3

1

1式1

No.

10

11

12

13

名 称

15形カラーモニタテレビ

19形カラーーモニタテレビ

L.L 装 置

主 操 作 卓

マスタテレコ卓
1

マスタテレコ卓
2

ブース用テープレコーダ

マイク付ヘッドホン

学習机(A玖B形,C形)

学習いす
(A形用,B形用,C形用)

コンピュータ(HITAClO)

処理装置(4k詔)

デ【タタイプライタ

付加命令政柄

基本拡張政騎

PTP

PTR

ケーブル類

付 属 品

予 備 品

保守用品

数 星

1

4

式l

1式

式

式

式

式

l

l

l

l

1
1
1
3
0
3
0

30

30

第53巻 第1号

高速フーリエ変換(FFT)を用いた

音響スぺクトログラムカラー表示装置

時間関数の実時間周波数分析は,一般に時間圧縮ヘテロダイソ分

析方式により行なわれていたが,最近小形ディジタル計算機の進歩

と高速フーリエ変換(FFT)のアルゴリズムの発見によって,周波

数スペクトルを数値計算により実時間で求めることが可能となり,

将来,広い応用分野を持つものと期待されているが,このたび日立

製作所戸塚工場では中央研究所の協力を得てこの装置を試作した｡

この装置は,船舶航走音,音声,脳波,心臓音,地震波,エンジン

音,爆破音などの時々刻々変化する周波数スペクトルを実時間で求

軌 スペクトル成分の振幅を色相に変え,電光ニュース式にカラー

プラウソ管上に表示し,さらに同じスペクトルを鳥観図式にファイ

′ミーチューブを用いた高速ファックスにより記録するもので,最大

500Hzの帯域幅を持った信号の周波数分析を周波数分解能0.5Hz

で,実時間処理が可能であり,周波数スペクトルの構造や時間的変

化を明りょうに知ることができる｡

剛変数分析部

アナログ

人力

.B

L叩PISS
Fill打

L叩PIS呈

Fi】lモー

+.

S且mple

Hold

SaⅡlple

Hold

Fib打Tnbt

電子記毒素部

Digital

MPX

Color

DigitliInpn1
1山erf札亡e

A-D

A一刀
ConveTte

Sampling

Contr01

D-A

Con†erler

AnalogOu【

l≠lerface

Dig如】Ou1

18terface

Di馴tal

Computer

Color

Ttlbe

表示部

図13 装置全体の系統図

trdn

m

COPa

横座標 周波数 0～250Hz

艇庫標 時 間 0～120s

図14 タンカー航走音周波数スペクトルの

電光ニュース式カラー表示

阜_1



通信株器･電子機器･電子計算機･電子部晶

8き

横 座 標 周 波 数

縦 座 標 時 間

図15 タンカー航走音周波数スペクトルの鳥観図

卓上電子計算機エルカ･シリーズ新機種完成

卓上電子計算枚エルカ･シリーズの拡充として,簡易普及形エルカ

32D,高機能形エルカ36D,記録式計算機エルカ誕Pおよび日立

製作所が開発したMOS形LSI(高密度集積回路)を採用したェルカ

40シリーズを完成した｡

各棟種の外観を図1dに,

蓑6

項 目

形 式

け た 数

符 号

浜算内容

こ已フ‾

チェック

小 数 点

レジスタ数
メ モリ数

表 示

使用素子

寸 法

重 量

エルカ32D,

主 ル カ32D

その仕様を表d(ただしェルカ34Pほ

エルカ36D,エルカ44の各仕様

KK-32D

12 け た

完 全 符 号方式

加 減 乗 除

定 数 乗 除

べ き 計 算

混 合 計 算

逆 数 計 算

個々の街と積和･積差

個々の商と商和･商差

オーノミーフロー方式

半固定小数点方式

指定位置(0,2,5)

3 個

1 個

数字義示放電管12け
た表示

マイナス符号表示

オーバーフロー表示

MOSIC(MSI)

幅26.3×奥行33×
高さ11(cm)

4.5kg

エ ル カ 36D

KK-36D

16 け た

完全 符 号方式

加 減 乗 除

定 数 乗 除

べ き 計 算

遵 兼･連 除

混 合 計 算

逆 数 計 算

個々の積と鼓和･積
差と放棄数和(差)

個々の商と商和･商
差と被除数和(差)

開 平 計 算

総 和 ･ 差

メ モリ 計 算

アンダーフロー方式

ナチュラル･デシマル

システム,オートシ

フト付

四捨五入,切上,切捨

指定位匿(0,1,2,3,

4,5,6,7,8,10,12)

3 個

2 個

数字表示放電管16
けた表示

マイナス符号表示

アンダーフロー表示

メ モリ 表 示

オートシフト表示

MOSIC(MSI)

幅28×奥行36×
高さ12.4(cm)

5.3kg

エ ル カ 44

KK-44

14 け た

完 全 符 号方式

加 減 乗 除

定 数 乗 除

べ き 計 算

連 乗･連 臨

混 合 計 算

逆 数 計 算

個々の研と積和･研
差

個々の商と商和･商
差

メモリ計算

アンダーフロー方式

ナチュラル･デシマル

システム,オートシ

フト付

四捨五入,切上,切捨

指定位置(0,1.2,3,

4,5,6,7,8,9)

3 個

1 個

数字表示放電管14
けた表示

マイナス符号表示

アンダーフロー表示

メ モリ 表 示

MOSIC(LSI)

幅26.5×奥行30.8

×高さ10.1(cm)

3.5kg

二こルカ 44

エルカ 34P

エルカ 32D

図16 日立卓上電子計算機

除く)に示した｡各機種の特長ほ次のとおりである｡

(1)ェルカ32D

エルカ32に顧客の要求を加味して開発した新製品で,このクラス

ではぜいたくな伝票統計計算に便利な個々の積･商および積和(差)･

商和(差),ワンタッチでできる道教機能などを追加した12けた1

メモリの計算機である｡

(2)ェルカ36D

エルカ26Dをさらにいっそう使いやすく,ワンタッチでできる

開平機能およびメモリ2個が独立してそれぞれ加減算できるメモリ

機能を追加し,また一連の計算のトータルが自動的に求まるプログ

ラムキーなどが付いた16けた2メモリの高機能形計算機である｡

(3)ェルカ34P

演算の過程および結果が自動的にプリントアウトできる機能を有

する記録式計算機である｡本機は,オートシフト機能をはじめとし

たェルカ24がもつ特長をそのまま生かし,さらに誤操作を防ぐた

めキーロック機構を設け,置数ならびに結果のアンダーフロー時に

自動的にエラーの赤印字を行なうと同時にキーをロックするはか,

演算中および印字動作中も自動的にキーがロックされて誤操作,誤

演算を防止する方式がとられている｡また,置数けた数表示装置に

より置数けた数を確認しながらインプットできるなど,顧客の要求

をじゅうぶんに考慮した記録式計算機になっている｡
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(4)ェルカ40シリーズ

日立製作所が新しく開発したLSIを採用した画期的な計算機で,

国内では初めてROM(リード･オソリー･メモリ)を中心とした

12けた普及形から16けたの高機能形まで幅広い仕様を満足する汎

用性のあるシステムにまとめられている｡

仕様的には日立独自のナチュラル･デシマルシステムにオートシ

フト機能を備えたェルカ･シリーズの特長をそのまま生かし,さら

にユニークなプログラムダイヤルの採用など,だれにでも手軽に使

えるオールLSI化された12けたから16けたまでのシリーズ製品で

ある(前ページ写真にはその一つ14けた1メモリのエルカ44が示

されている)｡

LSIの採用によりMSIを使用した事務用標準機エルカ24に比較

して,部品数で1/4,重量･容積で1/2に小形軽量化され,信頼性

の面でもいちだんと高くなっている｡

HITÅCl趨小形電子計算横

HITAClは,回路素子にICを,記憶装置にMOSICを採用し,

廉価に,高性能に設計された超小形事務用電子計算機である｡

HITAClにはタイプライタの磯能により,(1)連続帳票を扱え

るフォーマライナ付きのH-1510形処理装置(図17),(2)ジャー

ナル用紙と単票1枚をポケットに給紙できるモノマチック用のH-

1520形処理装置,(3)ジャーナル用紙と単票2枚をポケットに給

紙できるバイマチック用のH-1530形処理装置の三つのシステムが

ある｡

表7

項 目

回 路 素 子

記憶装置 素 子

容 量

増 設 容 量

け た 数

演 算 方 式

命 令 数

浜算制御 演 算 速 度

プログラム方式

温 度

湿 度

電 源

寸 法 重 量

70

HITAClの概略仕様

性

I C

能

MOSIC

4語(長語),8語(短語)

4,8,12語(長話),8,16,24語(短語)

1語10進15けた十符号(長語)

1語10進 7けた＋符号(短語)

固定小数点方式

32種(オブシ芸ソとしての除算2命令は含まず)

加 減 第 約3.2ms

乗 算 最大 80ms

除 算 最大100ms

8単位紙テープによる外部プログラム方式

5～･35℃

45～85%

AClOOV±10%(50Hzまたは60Hz)

高さ70(机上まで)×奥行63×幅140(cm)

重 量 200kg

図17 HITACIH-1510形の漂準構成

第53巻 第1号

モノマチックで単票をそう入するときは,手動でそう入するが,

バイマチックではキーを押すことにより自動的に単票をそう入した

り排出することが可能である｡概略仕様は表7に示されている｡

給与,在庫,販売業務などの起票放として,また,紙テープを媒

体として,中･大形横の端末機として,幅広い業務に利用できる｡

H-8577/8557形集団ディスク装置

H-8577/8557形集団ディスク装置ほIBM-2314と同一性能でデ

ィスクパックが互換性のある超大形ランダムアクセス外部記憶装置

である｡本装置の特赦はH-8564形磁気ディスク駆動装置と同様,

短時間で任意の場所に書き込まれている情報を読み出すこことがで

き,簡単に取り付け取りはずしのできるディスクパックに記録する

方式で,記憶装置の中で最も便利な装置の一つといえる｡さらにH-

8577形集団ディスク駆動装置はH-8564形ディスク駆動装置に比べ

てその記憶容量は32倍という大形のものでHITAC8000シリーズ

システムの外部記憶装置として重要な役割を果たしている｡

本装置のおもな特長は次に示すとおりである｡

(1)約20億ビットという大容量の記憶装置である｡

(2)アクセスタイムが速い｡

(3)IBM-2316ディスクパックが使用できる｡

(4)情報の転送速度が非常に速い｡

(5) 2台のH-8557形集団ディスク制御装置から使用すること

ができる｡(デュアルコントロールで使用可能)

(6)各モジュールのアドレスの変更が容易である｡

(7)オンライン状態で,予備モジュールに対して診断プログラ

ムを通すことができる｡

図18,19は本装置の外観を,表8,9はおもな仕様を示したもの

である｡

表8 H-8577形集団ディスク駆動装置のおもな仕様

記
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憶
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ツ
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量
量
皇
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速

時
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転

決
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肝
報
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隣
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情

位

2

3

4

5

60,672ビット

1,213,440ビット

242,688,000ピット

1,941,504,000ビット

(ただし予備シリンダ,予備モジュール

の分は含まないものとする｡)

9(ただし1モジネールは予備用)

H-8561またほIBM-2316

312,000ピッりs

下
下
下

以
以
以

S

S

S

m

m

n

5

5

5

3

7

2

図1貞一H-8577集団ディスク駆動装置



通信撥器･電子機器･電子計算機･電子部晶

(5)DTL,TTL,ICによる大幅なIC化を行ない,装置の小形

化,信厨度の向上,消費電力の低減を行なっている｡

本システムのおもな仕様ほ次のとおりである｡

通 信 方 式

通 信 速 度

伝送 コ

ード

接 続

誤 り

誤 り

･
万
検

訂

式

出

正

半二重選択起動方式

200またほ1,200ビット/秒

ISO コ
ー ド

入出力装置4台を時分割同時制御

水平垂直パリティ,同期,電文中断チェック

送信 自動再送

受信 クリーソアウトプット

オフライン機能 プログラム制御 ROMl,024語(本機能は

H-9133-1形のみにある)

図19 H-8557集団ディスク制御装置

表9 H-8557形集団ディスク制御装置のおもな仕様

1.主 夢 枕 能

2.割 込 み 機 能

3.診 断 機 能

自己診断プログラム

予備モジュール診断

プログラム

4. シ ミ ュ レ ー

タ

チャンネルシミュレータ

デバイスシミュレータ

5.DUAL制 御

6.そ の 他

IBM2314集団ディスク相当

NOT READY TO READY

DEVICE BUSY TO FREE

CONTROL王ミUSY TO FREE

の割込みを行なう

電源投入時GENERALRESET時自動的に

自己診断を行なう

15種 内 蔵

パネルより指定する

4種のコマンドチェイン指定可能

町RITE系動作のシミュレーシさソ可能

2台のH-8557より H-8577駆動装置にアク

セス可能

回転数チェックなど異常検出機能強化

H-9133複合端末システム

データ通信用複合端末システムとしてはすでにH-9121,H-9131

システムが発表されているが,今回はさらにこの系列の機能を拡充

させたH-9133複合端末システムを開発した｡本システムは汎用の

入出力装置のはかに銀行用窓口装置を接続可能で,預金,貸付,為

替(かわせ)などの銀行業務および問合せ,照会などの一般業務にも

広く用いられる｡

本シスムテのおもな特長は次のとおりである｡

(1)最大4台までの入出力装置が任意の組合せで接続可能で,

時分割同時制御される｡

(2)銀行用窓口装置および汎用入出力装置を接続可能で,総合

オンライン業務を1枚種で処理できる｡

(3)中央処理装置の故障あるいほ回線断の場合でも,内蔵して

いるオフラインプログラムにより,業務を続行できる｡

(4)同一営業店内で接続される入出力装置が4台を越える場

合,制御装置を3台まで従属接続することにより,入出力装置の

接続台数を増加することができる｡

図20 H-9133複合端末システム
瞥

H-8239形カード読月更りせん孔機

8000シリーズ電子計算機システム用として,読取速度毎分400

枚,せん孔速度毎分91～354枚の処理速度をもつ,H-8239-11形カ

ード読取りせん孔棟,H-8239-21形カード読取り機,H-8239-31形

カードせん孔機の3機種を開発した｡

H-8239-11形カー

H-8239-21形カー

図21 H-8239-31形カー

ド読取りせん孔機

ド読取り‡幾

ドせん孔棟
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おもな特長は次のとおりである｡

(1)シリアルせん孔方式を採用しているため,カードのフォー

マットデザインにより,高速処理が可能となり,高速カードせん

孔機として使用することができる｡

(2)H-8239-11形カード読取りせん孔機は,データを読み取っ

た同一カード上に,直ちにせん孔することができる｡

(3)操作部は人間工学的にじゅうぶん検討した設計で,きわめ

て操作性が良い｡

(4)騒音に対してもじゅうぷん配慮した設計で,非常に静かで

ある｡

HITÅC9411ビデオデータ端末装置

HITAC9411ビデオデータ端末装置は変復調装置に接続され,通

信回線を介して,中央の処理装置とオンラインでデータ伝送を行な

うプラウソ管を用いたキャラクタディスプレイ装置である｡文字発

生部には,表示文字が自然体であること,また一般の10形プラウソ

管で1,000文字のスキヤソを60Hzで行ないうるなどの利点のある

表示文字128種を収容したモノスコープ方式を採用している｡記憶

部にほバッファなしで高速に送受信データを処理できる磁気コアを

用い,ラソダムアクセス可能なことを生かし回路の減少を因って

いる｡次におもな仕様を述べるとデータ通信速度,1,200ビット/砂,

または2,400ピッり秒,半二重方式で相互起動方式またほ中央起

動方式,垂直,水平パリティチェック,電文中断チェック,誤り訂

正として再送要求および自動再送などである｡なお付加機構とし

て200ピッり秒の受信速度をもつプリンタが用意されている｡

図22 HITAC9411ビデオデータ端末装置

HITAC8300/8400/8500エクステンディド･

ディスク･オペレーティング･システムの開発

HITAC8300/8400/8500エクステンディド･ディスク･オペレー

テイング･システム(EDOS)は,マルチ･ジョブ･ストリームを基

本とした本格的なマルチ･プロダラミソグ管理をサポートする,デ

ィスク･ベースの汎用オペレーテイソグ･システムである｡

バッチ･システムのサポートとしては,ユーザの仕事の単位である

ジョブに関する情報をあらかじめ磁気ディスクや磁気ドラムにたく

わえておき,システムが仕事の優先順位や処理開始時刻にしたがっ

て適切なスケジューリングを行なう方式を採用した｡ジョブの出力
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は出力ライタが出力媒体の選択を行ない,換作性を高めている｡一

方オンライン･システムでは同時に15通までの通信メッセージを

処理できるマルチ･スレッド機能を備え,高トラフィックのアプリ

ケーションをサポートするはか,各種端末装置をロジカル･レベルで

処理する機能をもち,通信制御プログラムの作成を容易にしている｡

このほかCOBOL,FORTRAN,RPG,アッセソブラの言語プロセ

ッサ,ソート/マージ,ライブラリ保守,づリフェラル,イニシャラ

イズ,ダイアグノーズの広範なユーティリティ･ルーチソを完備し

ている｡

システムの開発にあたっては,高度のモジュール化を推進し,多

様化しつつある広範な需要にじゅうぶん応ずることができるように

し,かつ,高度のシステム･パフォーマンスを維持するよう留意し

ている｡

タスク･コントロール

入力
ジョブ･

スタック

入力リーグ

ジョ▲ブ入力

ユーザ･
ファイル

ジョブ･

コントロール

ユーザ･ジョブ

ユーザ･

ファイル

出力
ジョブ･

スタック

出力ライタ

ジョブ出力

図23 EDOSのジョブの流れ

日本電信電話公社納 日本万国博覧会協会

データ通信システム用プログラムの開発

日本万国博覧会協会の管理運営を円滑にサポートするため必要な

情報を収集,処理し,必要な部門に提供するサービス･システム用

のプログラムを日本電信電話公社のご指導により開発した｡

本システムは9種類約760の端末を使用しての警備情報の収集

ならびに,その一括処理および各種の問合せ業務などが主体であり

｢コンピュータを使用した未来都市+を実現するためのいくつかの

試みを盛り込んである｡

本プログラムほ,オンライソ･プログラムと,それを支援するオ

フライン･プログラムから成る｡図24,25はオンライン･プログラ

ムの構成図である(本システムは2システムから構成され,それぞ

れA,Bシステムと名づけられている)｡

また,オフライン･プログラムには以下のものがある｡

(1)ファイル作成プログラム

(2)報告書作成プログラム

(3)運転保守プログラム

これらのプログラムは全体で約105,000ステップから成っている｡

本プログラムの開発についてほ,その特殊性から相当の長期間を

要した｡実際の万国博の運営に際して,本プログラムが有効に使用

され,その役割をじゅうぷんに果たしている｡



コミュニケーション･ユーザ･70ロタラム

エグゼクティブ

マルチチャンネル

ユニケ【ション･

プログラム

回線制御

プログラム

業務別別

プログラム

7γイル処理

プログラム

展示催物情報

処理プログラム

迷子迷人情粗

処理プログラム

過失物情報

処理プログラム

情報交換

処理7つログラム

会場腎†削摘ま

処理プログラム

業務処理

プログラム

図24 Aシステム･すンライン･プログラム構成一発【

コミ_⊥ニケーーン_Fン･ユーーサ･プログラム

/一‾‾⊥＼+
｢

＼

＼退場削l■i戟

処理プログラム

処阜聖7Iログラム

エフヤフテrフ
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ニJミニニナーン コ.

フロク′ラム

巨+線制榔

'7 コ ソ う'

与j小磯†l■硝と

他用けログラム

処柁フープグラム

はJ25 Bシステム･オンライン･プログラム構成図

■リニア･プログラミング･システム

(H仙PS)の開発

線r紺画法はシステムの巌通運批点通計向を実現するた包子)の塊

力な武器であi),コンピュータを使用することが有利であることほ

周知の事実である｡11立製作所ではすでに,大規模な線形計画問題

を取り扱えるプログラムとして.LP8000副詞発してきた｡しかL,

コンピュータが普及し,陸川技術が向ヒするに従い,ますますロニい

分野で悼われるようになると何粗･こ,ますます高度な使い方ができ

ることが要求されるようにな一つた｡このため,最新の手法を導入し,

より速く,より使いやすいリニア･プログラミング･システムとし

てHMPS(HitachiMathematicalPro即ammingSystem)が開発

された｡本システムは次のような特長を持っており,企業における

意思決定の道具として,今後ますます使わjtることになるであろう｡

HMPSの特長

(1)HITAC8400/8500用に開発さかたシステムであり,DOS/

EDOSの下で稼働する｡

(2)計算手順はFORTRANに類似したコントロール.プログ

ムによって制御される｡したがって,異常状態の処理をあらかじ

めプログラムすることができる｡

(3)計算は改訂シンプレックス法で行なっている｡さらにマル

通信株器･電子機器･電子計算機･電子部品

テプライシソグを行なうことによりワーキング･エリアを活用し

ている｡逆行列の計算に三角化アルゴリズムを採用し,計算時間

の短縮を行なっている｡

(4)使用する入出力装置は磁気テープ,磁気ディスク,磁気ド

ラムのいずれでもよく,ユーザーが任意に選択する｡

(5)入力データほMPS形式でも,SHARE形式でもよい｡し

たがってMPS,LP90,LP8000と互換性がある｡また,変数に

上限,‾F限のあるデータを扱うこともできる｡

末10 主記憶装置容量と解き得る問題の大きさ

記憶装置容量J問題の大きさ(式の数)
131KB
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図26 f壬MPSの構成
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広温度域メモリコア系列の開発と量産

高速大額量電子計算機の記憶装置に使われているフェライトメモ

リコ7は,ますます要求される性能が高まっている｡その高度な要

求性能に従って,ここに従来のものに代わって温度特性の良好な,

いわゆる広温度域特掛こすぐれたメモリコアの開発を行なった｡こ

のコアは高出力をもつメモリ特性として画期的なものであると同時

に,ばらつきの少ない生産性のすぐれたコアである｡このコアほ,

リチウム系フェライトを基体にするものであり,同一材質系列によ

って数種の広温度域メモリコアの系列化が可能となる｡この系列に

ほ,30,20,18,16ミルコアがあり,その中には超高性能電子計算

機の主記憶装置に16ミルコアとして使用されているのをはじめ

とL,制御用メモリにも広く用いられ,すぐれた性能を示してい

る｡現在,このコア系列による各種コアの需要はますます増加して

いる｡

73



日 立 評 論

メモニ:プレン り6 ミノLニア1

威

ノーニさて■ス′～ノ′†し16ミ∴コ7■･

担127 広温度域メモりコ7(16ミルコ7)を使柑Lた

メモり フレンならびにメモリスタック

電子レンジ用マグネトロン2仙71

電子レンジは,本格的た普及期を迎えて量産i･ニ川中かかかる一方,

設計上の革新か着々と進められているこ 2M71ほ電子レンジの性

能向上.構造合理化の要請にこたえると同時に,マグネトロン製造

上も大幅な自動化を前提に設計,開発された画期的製品である⊂.発

振周波数2,450MHz,整合出力約885Wで,d‾一ブン出力約500～

図28 マグネトロン2M71
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750W級の電子レンジに好適である｡構造上のおもな特長ほ,フェ

ライト磁石の合理的配置と横吹きラジエータの採用により管球全体

が軽量コソ/ミクトな扁平スタイルとなっていることで,このためレ

ンジのスペースファクタがよく,また冷却風通路とノイズフィルタ

の分離により夙によるゴミの吹き込ムがなく,かつシールド効果も

よく,新開発の特殊雑音フィルタとあいまってVHF,UHF帯はも

とより,第2高調波(4.9GHz)や第3高調波(7.35GHz)など,マイ

クロ波帯の不要ふく射がきわめて少なくなっている｡

マトリックス形カラーブラウン管の開発

力ラーブラウン管の明るさほ年々改良されているが,今回コント

ラストおよび明るさを飛躍的に改善したものとしてマトリックス形

カラーブラウン管を開発した｡

ブラウン管を明るい場所で見る場合コントラストが劣化するが,

こj‾Lを防止するため通常プラウソ管の前面ガラスの透過率を40～70

%程度に落とすことが広く行なわれている｡.しかしこの方法では明

るさも同時にそこなわれる欠点があった｡今回開発Lたマトリック

ス形カラーブラウソ管ほ3色けい光体ドットの周辺部を黒色物質で

埋めたもので前面ガラスの透過率を下げることなくコントラストを

改善することができる｡したがって透過率の向上分だけ明るくする

ことができ,約2倍の明るさ向上を行なうことかできた｡

国29 (左)19形マトリックスカラーブラウン管

(右)19形カラーブラウン管

電子式卓上計算機用仙OS LSlの開発

近年,MOS形FETを集析L･たICによる電子式卓上計算機の生産

規模が増加の一途をたどっている｡,これほMOS形FETが卓上計

算磯の動作速度をじゅうぶん前足L,かつ∴鞋積密度を高くし,各棟

能あたりのパッケージコストを下げうるからである｡半導体の製造

技術が進歩し,加工技術ほ年々微細にな/-､)ている｡したがって,同

じチップ面積に集積される回路機能ほ増加L大規模化してゆく｡今

軌 日立製作所中央研究所の協力で開発したMOS LSIは車上計算

機用として最適の集積規模で,キットとしての原価が安くなること

を目的とし,高級機種が9個のLSIで構成できるようになった｡制

御論理にROMを用い多少の機能変更を容易にしてLSI自身に,あ

る程度の汎用性を与えたこと,設計に計算梯を用い,論理シミュレ

ーションと7-トワークiこ関する自動化を導入し人力では不可能に

近い複雑な処理を短時間に実行できるようにしたことを特長として
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あげることができる｡ペレット製造上は,L-きい電圧を従来の約半

二凱･こしてLSIの消費電力を約半分く･こし,ホトレジ工程でほ新材料お

よび新装置を用いて最小寸法6ミクロンの製造技術を開発し,回路

の集積密度を2一～3倍にしている｡図30ほこのLSIシリーズのリー

ドオンリー･メモリ(ROM)を拡大したもので約3mm5平方のペレ

ットに2,048ビットの論理機能をもっている｡

このほか,シリーズ品種としては表1】に示すようにHD3201か

らHD3208までの8品種があり,各品種の論理ゲート数と機能は表

11に示すとおりであるで1入力回路としてのHD3201,3202は卓上計

算楼のキーからはいってくる数字情報を標準データ形式に変換し

＋とか×のようなマイクロ情報と組み合わせて一連の命令信号を出

す｡茶本演算回路のHD3203,3204,3205ほ四則演算を実行する基

本ユニットである｡×とか÷は十,-の繰り返しで計算され,この順

序ほROMの命令に従うことになる｡シフトレジスタほ演算結果を

一時記憶しておきタイミソグを合わせで情報を出力するユニットで

ある｡IiD3207ほ電卓全体を同期させるタイミング発生回路と表示

に関する機能をもち,国定,指定,浮動小数点表示が可能であり,

4拾5入,切捨て,切上げの各処理も可能になっている｡HD3208

ほ以上の部類にほいらない制御部分をまとめたものである｡

完成品のテストにはLSIテスタを用い論理シミュレーシ｡ンから

発生したテストプログラムにしたがって電源電圧および論理レベル

の最悪条件を組み合わせて試験をしている｡さらに実装機による動

作テストと,信頼度を保証するテストを行ない顧客不良の発生を防

いでいる｡パッケージにほ42ピンのセラミックフラットパッケー

ジを使用し気密封止を行なっているため高后煩度を保証しうる構造

設計となっている｡

表11一冬品桂の論理ゲート数と機能

種 名

D

D

D

D

D

D

D

D

H

H

H

H

H

H

H

H

論丹ケーート数 l 隙 能

柑7 1入 力 回 路

175
17ド

レス レ ジ ス タ

145 lレジスタおよび加減算非人力制御

2,048 ビ･ノト

168

168 ビット

215

222

ROM

演 算 結 果 の 判 定

シ フ ト レ ジ ス タ

加減算器およびタイミノブ発生回路

読込みおよぴ7ドレスデコード回路

ーーーーーーー+

500ミクロン

図30 HD3204のペレット拡大凶

高速,低電力回路NTLによるLSlの開発

日本電信電話公社電気通信研究所の指導によ【)高速の情報処理装

置に過Lた大規模集后回路NTL･LSIの試作が完成した｡試作し

たNTTノLSlほ1佃のシリコンチップヒに高速論理回路NTLを105

ゲート紫蘇し,ゲートあたりの遅延時間約2ns,消費電力4mW

という高速,低電力のモノリシヅクLSIであF),掛こ,トラソジス

_タ,ダイオード･抵抗を製作するまでほすべての占■.種が同一の工程で
作られ,最後の工程で配線の経路を変更することにより,それぞれ

異なった械能を持たせる"マスタ･スライス方式”が採用されてい

るため,量産に適し,開発期間が短縮されるなど経済的な長所を有

している｡

(1)N T L 回 路

NTL･Ⅰ一SIには日本電信電話公社電気通信研究所で発明された

NTL回路と呼ばれる新い､論理回路が使用されている｡この回路

ほ従来の論理回路と異なり明りょうな"しきい値”を持たないこと

から非しきい値回路(Nonノrhreshold Logic NTL回路)といわれ,

表12 NTL･LSI品種依台巨--▲覧表(昭和45年7月現在)

品種 名 L 名

ECL-1351

ECL-1352

ECL-1353

ECL-1354

ECL-1355

ECL-1372

ECL-1373

ECL-1377

ECL-】378

称Decoder

Encoder

Comparator

Parity C】1eCker

Adder

Line Gate#1

Line Gate#2

MultiAccessMemory

Ass(lCiative Memory

粍 能

3ビットーケ8出力 ぐずュァ′り または

4ビットー16日リノデコート

8入力-3ビット け､ユ7ル)またほ
16入力･一4ヒ∴ノトエンコード

9ヒットのディジタノL比較回路

9ヒ'ソトのパリティチェック

4ビット構成 加減二症および論理演算16種

.論理演算回路
論理演算回路

4wordx3bitsMultiAccessMemory

4vordx3bitsAssocia【iveMemory

曲
.螢

回31NTL･LSIの外形

回路形式が簡単で製作しやすい,担路の応答速度が非凧こ速い,消

費電力が非常に小さいことが特長である｡.またNTL回路は1回路

では明りょうなLきい値を持たないが,多数回路を多段縦続接続す

ると明りょうなしきい値特性が得仁)れる分布L′きい伯特性を持って

おり,集積度が高いほどその特長が発揮きれる超高速モノリシック

LSIに適Lた回路である｡

(2)コンピュータによる自動設計検査

NTL･LSIの開発,試作にほコンビュー_タ利用技術(CAD)が多

く利用された｡LSI製造のためのマスク設計,作図,検査のための

75
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入出力信号のパターンがCADにより自動的iこ作成され,自動作画

器,自動測定器と接続され,マスク製作,LSI検査に大きな効果を

あげた｡

(3)最新の製造技術の採用

NTL･LSIの試作には多層配線技術,大形マスク技術,多層配線

パッケージなど最新のLSI製造技術が数多く手采用された｡NTL･

LSIの集積度,特性,製造技術ほ世界的なレベルといわれている｡

(4)NTL･LSIの特性

NTL･LSIの特性の一例として加算･減算演算素子(ALU,ECL-

1355)の特性を示すと次のとおりである｡

機 能

ゲート数

演算時間

集積素子数

外形,形状

4亡∴ソト加算,減算,16種の論理,キャリ･スキップ

105

20ns加算

約1,100

24mmx27mmフラット形ケース40ピン

図31はNTL･LSIの外形を,表12は今回試作したNTL･LSI

の品名と枚能を示したものである｡

閻 広画面カラーテレビ用

シリコンパワートランジスタの開発

カラーテレビをオールトランジスタ化することにより,従来の真

空管式に比べて,(1)消費電力が1/2以下iこなる,(2)故障率が

1/20以下に下がる,(3)クイックスタートが容易になる,(4)AC

lOOVの商用電圧をそのまま整流して用いる電好くトラソスレス方式

とすればセットのコストが安くなり,軽量化にも役だつ,などの大

きなメリットが得らjtる｡カラーテレビの全トラソジスう=･こおいて

最も技術的に困難な部分ほ水平偏向部分であり,これに用いるトラ

ンジスタほ電力負担が大きく,画面のサイズが大きくなるに従い大

電力を取り扱うことが必要とされる｡このため従来ほ19形などのテ

レビには2石のトランジスタを用いていたが,今回1石で水平偏向

できるパワートランジスタ2SCl174を開発した｡このトランジス

タは高耐圧,大電流容量であり,テレビの高圧のスパークなどの異

常動作にもじゅうぶん耐えられるように.広い安全動作領域をもたせ

てある｡特殊な構造と表面処】単により,高耐圧が安定に得F)かるこ

とが特長である｡

表13 2SCl174の最大定格 Tα=25℃

項 目

コ レク タ･ペース電圧三

コレクタ･エ ミッ タう定圧

エ ミ ッ タ･ペース電1王

コ レ ク タ 電 流

ピーク コ レク タ 電流

コ レ ク タ 抗 失

接 合 温 度

保 存 温 度

記 号

γc月O

l七月〃

リガ月0

た

んpeuk

符

丁ノ

γぶ上汐

百三:ケース温援rぐ=25℃のときの値
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最 大 定 格

1,200

500

6

3.5

11

50｢汗1

150

-45～＋150

単 位

Ⅴ

Ⅴ

V

A

A

W

℃

℃

笥53巻 第1号

阿32 カラーテレビ川パワーートランジスタ

塁 電力用ダイオード,サイリスク

多くの斯軌V†が量産にはいっでおF),代去仙聾凱冒lほ次のとおiフで

ある｡

(1)迎導通形高速度サイリスタ(CHO4V)400A,1,200Vと

世界点人級の素子でインバータ,チョッパなどに広い用途をもっ

ている｡逆導通形とすることによりターンオフタイムは短くなり

/ミイパスダイオードほ不要となって,r[雌糾よ簡単となり装置の経

済性向上に役だっている｡

(2)逆阻1L形サイリスタ(CCO2)ユニットセル形で容量800A,

1,200V過電流耐量15,000Aと大電流の用途向けに開発したもの

である｡化学用,圧延機,添接 どの人形変換装鍔に広い用途

をも一つている｡

(3) 3A樹脂封入F.L.S(FU12)CV12形2ASCRに続く樹

脂封入による低価格素丁の第二陣である｡電仕200V級まで量産

化さ九ている｡.

(4)ガラスダイオード 1A級ダイオード,1W級ツェナーダ

イオードに新しく高耐[ヒ形VlO(0,5Al,50()Ⅴ)を加えた｡

(左)CCO2 800Al.200V ヰでりス々

(イ了)CHO4V 400Al,200V 25/～S ホー右速鑑十卜†りスタ

図33 電力用サイリ スタ




